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プロファイリングの構築によるトウモロコシＦ１品種育成の高度化 

 

１ 中核機関・研究総括者 
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２ 研究期間 

2006～2008 年度（３年間） 

 

３ 研究目的 

 飼料自給率向上には、日本の気候風土に適する飼料用トウモロコシ

Ｆ１品種の育成が求められている。 

 このため、トウモロコシ親自殖系統のプロファイリングを構築し、

雑種強勢を利用したトウモロコシＦ１品種育成の飛躍的な効率化を図

ることにより、日本の気候風土に適するトウモロコシ有望Ｆ１系統を開

発する。 

 

４ 研究内容及び実施体制 

① トウモロコシ親自殖系統のプロファイリングの構築（（独）北海道

農業研究センター、日本草地畜産種子協会） 

 ＳＳＲマーカーセットを用いて国内育成トウモロコシ親自殖系統 

200 系統以上のプロファイリングを構築する。 

② プロファイリングによるＦ１組合せ選抜の実証試験および有望Ｆ１

系統の開発（（独）北海道農業研究センター、雪印種苗（株）） 

プロファイリングを利用したトウモロコシ親自殖系統のＦ１組合

せの選抜効果を示すとともにプロファイリングをもとにトウモロコ

シ親自殖系統を選抜し、トウモロコシ有望Ｆ１系統を開発する。 

 

５ 目標とする成果 

日本国内で育成されたトウモロコシ親自殖系統 200 系統以上のプロ

ファイリングの構築およびプロファイリングを利用したＦ１組合せ選

抜の有用性を実証することにより、育成機関間でのトウモロコシ親自

殖系統の相互利用が促進され、日本の気候風土に適するトウモロコシ

有望Ｆ１系統の開発が期待される。  
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トウモロコシ親自殖系統のプロファイリング作成法を開発

・親自殖系統の詳細な近縁関係情報の提供
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・雑種強勢の発現程度に優れるＦ１組合せの選抜
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